
小学校理科 第３学年「太陽と地面の様子」  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
指導と評価の計画（全１１時間） 
時
間 

〇学習活動 
問題・まとめ（結論） ※クラウド活用 

重
点 

記
録 

★評価規準 
・ゴールの姿 

引き出したい振り返り 教師の振り返り 

０ 

※休み時間等に、影踏み遊びを行い、その様子を動画で撮影しておく。その際、影踏み遊びは、午前と午後に行い、影の向きや長さの違い
に気付けるようにしておく。 

 
 
１ 
 

○午前と午後に行った影踏み遊びのようすを動画
視聴し、地面にできた影について問題を見いだ
す。 

○各自が見いだした問題を基に、学級共通で解決
を目指す問題をいくつか設定する。 

 
 
 

思  

★撮影した写真を比較し、
影のできかたや影の向き

等について、問題を見い
だしている。 

 
・かげはどのようにできる

のだろうか。 
・午前と午後でかげの向き

がちがうのはどうしてだ
ろう。 等 

・かげふみ遊びの動画を見る
と、みんなのかげの向きは同
じでした。でも、午前と午後
で比べるとみんなのかげの向
きや長さがちがっていたので
どうしてだろうと思いまし
た。 

 
 

 

２ 

○屋外で影ができているものを探し、影の向きと
太陽の位置を記録する。 

○記録から、影は、人やものが日光を遮るとでき
ることや影ができるとき、太陽は影の反対側に
あることを確認する。 知  

★日陰は太陽の光を遮ると
でき、日陰の位置は太陽
の位置の変化によって変
わることを理解してい
る。 

 
・校庭にできているかげを

調べると、どれも太陽と
反対側にできていまし
た。 

・校庭にできているかげを調べ
ると、どのかげも太陽と反対
側にできていました。でもか
げふみ遊びの時はもっとかげ
が長かったのに、今日はかげ
が短かったです。かげの長さ
も太陽の位置と関係があるの
かなと思いました。 

 

３
・ 
４ 

 
 
 
 
○問題に対する予想を立てる。 
○立てた予想から太陽の位置が関係していること

を確認する。 
○太陽の位置の変化をどのように調べればよいか

考える。 
○方位磁針や遮光板の使い方を知る。 
○観察を行う。 

態  

★太陽の位置と影について
の事物・現象に進んで関

わり、他者と関わりなが
ら、問題解決しようとし

ている。 
 
・○○さんの言うように、

太陽の位置の変化を調べ
るには、校庭のぼうのよ
うなものを立てて、その
かげの向きを調べればい
いと思います。 

・○○さんの考えと同じで、私
もかげの向きは、太陽の位置
が関係していると思います。
校庭にぼうを立てて、そのぼ
うのかげと太陽の位置を記録
するといいと考えました。 

 
・観察するときは、○○さんと

協力して太陽の方角を調べて
記録することができました。 

 

５ 

○実験の結果を整理する。 
○結果から考えられることを話し合う。 
○問題に対してどのようにまとめるか考え、結論

付ける。 
 
 
 
 
 

思  

★観察、実験などを行い、

得られた結果を基に太陽
の位置と影との関係を考

察し、表現するなどして 
問題解決している。 

 
・太陽の位置は東から南の

空を通って、西の方へ変
わっていくので、かげの
向きも変わっていくと思
いました。 

・太陽の位置は東から南の空を
通って、西の方へ変わってい
くので、かげの向きも変わっ
ていくと思いました。 

 
 

 

６ 

○影踏み遊びを振り返り、建物の日陰に入った時
のことについて気付いたことや感じたことを話
し合う。 

○屋外に出て、実際に日なたと日陰の地面を触
り、違いを調べる。 

○日なたと日陰の違いを基に、各自問題を設定す
る。 

思 ○ 

★日なたと日陰の地面の様
子について、差異点や共

通点を基に、問題を見い
だし、表現している。 

 
・日なたの地面より日かげ

の地面の方が冷たくしめ
っていた。日なたと日か
げの地面のあたたかさに
はどのようなちがいがあ
るのだろうか。 

・校庭の日なたと日かげの地面
をさわってみると、日かげの

方が冷たくしめっていまし
た。このことから、私は、

「日なたと日かげの地面の温
度は、どのくらいちがうのだ

ろうか」という問題を考えま
した。 

 

 

問題 
かげはどのようにできるのだろうか。 

一
次 

まとめ 
かげの向きや長さは太陽の位置によって変わ
る。 
太陽の位置は時間が経つと東の方から南の空を
通って、西の方へ変わる。 

単元で付けたい力 ※太字部は、本学年で主に育成を目指す問題解決の力 

 日なたと日陰の様子に着目して、それらを比較しながら、太陽の位置と地面の様子を調べる活動を通して、それらについての理解を図り、観察、実験など
に関する技能を身に付けるとともに、主に差異点や共通点を基に、問題を見いだす力や主体的に問題解決しようとする態度。 

【知識及び技能】 

次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付けること。  

(ｱ) 日陰は太陽の光を遮るとでき、日陰の位置は太陽の位置の変化によって変わること。 

(ｲ) 地面は太陽によって暖められ、日なたと日陰では地面の暖かさや湿り気に違いがあること。  

 

【思考力、判断力、表現力等】 

 日なたと日陰の様子について追究する中で、差異点や共通点を基に、太陽と地面の様子との関係についての問題を見いだし、表現すること。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

○太陽と地面の様子について追究する中で、生物を愛護する態度や主体的に問題解決しようとする態度を養うこと。 

 

問題 
かげの向きが変わるのはどうしてだろうか。 



７ 
・
８ 

○学級共通で解決を目指す問題を確認する。 
 

 

○問題に対して予想を立て、どのように調べればよいか

観察、実験のほう 

 

○問題に対して予想を立て、どのように調べれば
よいか考える。 

○放射温度計の使い方や、温度計を使って地面の
温度の測り方を知る。 

○観察を行う。 

知 ○ 

★太陽と地面の様子との関

係について、放射温度計
などを正しく扱いながら 

調べ、結果を分かりやす
く記録している。 

 
・放射温度計は、地面から

はなして真下に向けて使
わないといけないことが
分かりました。 

 

・日なたと日かげの地面のあた

たかさのちがいを調べるため
には、時こくを変えて地面の

温度をはかるようにするとよ
いと思いました。 

・温度計やほうしゃ温度計を使
うようにするけれど、それぞ

れ使い方やはかり方がちがう
ので気を付けないといけない

と思いました。 
 

 

９ 

○観察の結果から日なたと日陰の地面のあたたか
さについて考察し、日なたと日陰の違いについ
ての結論を導きだす。 

 

思  

★太陽と地面の様子との関
係について、観察、実験

などから得られた結果を
基に考察し、表現するな

どして問題解決してい
る。 

 
・午前 9 時と正午を比べ

てみると、日なたの方が
温度の上がり方が大きか
った。日光が当たってい
る時間が長いからだと考
えました。 

・観察の結果から、日なたの地
面の温度の方が高かったで
す。また、温度の上がり方も
大きかったです。今回は午前
9 時と正午を調べたけど、正
午以降それぞれの地面の温度
はどうなるのか気になるので
調べてみたいです。私はたぶ
ん地面の温度はどちらも下が
っていくと思います。 

 

 

10 

 
○身の回りの生活で日光を利用したものを知る。 
 
○日光を受けて体を温める動物の存在を知る。 
 

○学んだことを振り返る。 
 知 ◯ 

★日陰は太陽の光を遮ると
でき、日陰の位置は太陽

の位置の変化によって変 
わることや、地面は太陽

によって暖められ、日な
たと日陰では地面の暖か

さや湿り気に違いがある
ことを、これまでの学習

とつなげて理解してい
る。 

・（※引き出したい振り返
りの記述） 

・今回の授業で、太陽が東から
のぼって南の空を通って西に

しずんでいくことで日かげの
向きも変わることが分かりま

した。地面に太陽の光が当た
るとあたたかくなるので、他

のものに当たってもあたたか
くなるのかなと思いました。 

 

11 

○学んだことを生かして教科書の問題に取り組
む。 

態 ○ 

★太陽と地面の様子との関
係について学んだことを

生かして、教科書の問題
に取り組もうとしてい

る。 
 
・せんたく物が最もかわく

場所は、家の南側だと思
います。なぜなら、太陽
の光がずっと当たりやす
いからです。 

・教科書の問題は難しかったけ
れど、これまでの学習を生か

して考えると説明することが
できました。他の問題にも取

り組んでみたいです。 

 

 

 

 

問題 
日なたと日かげの地面のあたたかさには、ど

のようなちがいがあるのだろうか。 

まとめ 
日なたの地面の温度は、日かげの地面の温度よ
りも高くなる。 

単元ゴールの姿 

【知識・技能】  

・日陰は太陽の光を遮るとでき、日陰の位置は太陽の位置の変化によって変わることを理解している。  

・地面は太陽によって暖められ、日なたと日陰では地面の暖かさや湿り気に違いがあることを理解している。 

・太陽と地面の様子との関係について、器具や機器などを正しく扱いながら調べ、それらの過程や得られた結果を分かりやすく記録している。 

【思考・判断・表現】 

・太陽と地面の様子との関係について、差異点や共通点を基に、問題を見いだし、表現するなどして問題解決している。  

・太陽と地面の様子との関係について、観察、実験などを行い、得られた結果を基に考察し、表現するなどして問題解決している。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・太陽と地面の様子との関係について学んだことを学習や生活に生かそうとしている。 

・日かげは人やたてものが日光をさえぎるとできることが分かりました。 

・かげの向きはすべて同じ向きにでき、太陽はかげの反対側にあることが分かりました。 

・太陽は時間がたつと、東の方から南の空を通って、西の方に変わることが分かりました。 

・日なたの地面の温度は、日かげの地面の温度より高くなることが分かりました。 

・かげの向きや地面のあたたかさについて問題を考えることができました。「どうしてかな」「ふしぎだな」と思うことを問題にすればいいけれ

ど、観察してたしかめられるように問題文を考えることも大切だと思いました。これからは、ふしぎだと思ったことをたくさん見つけて、そ

れをかいけつしていきたいです。 

・せんたく物が最もかわくのは、家の南側だと思います。なぜなら、太陽が動いても南側なら日光が当たりやすいからです。 

 


